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複数武道種目授業 実践の紹介 和歌山県田辺市立龍神中学校

1

は
じ
め
に

　

本
校
は
、
平
成
30
年
度
ま
で
、
１
、

２
年
生
は
武
道
の
授
業
で
柔
道
を
学
ん

で
き
た
が
、
令
和
元
年
度
は
、
１
年
生

（
29
名
）
が
合
気
道
、２
年
生
（
20
名
）

が
柔
道
に
取
り
組
ん
だ
。
今
年
度
は
、

１
年
生
（
24
名
）、
２
年
生
（
29
名
）

が
合
気
道
の
授
業
を
実
施
し
た
。
さ
ら

に
、
田
辺
市
教
育
委
員
会
よ
り
、「
武

道
推
進
モ
デ
ル
校
」（
合
気
道
・
柔
道

の
複
数
種
目
実
施
）
の
指
定
を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
２
年
生
は
合
気
道
に
加

え
て
柔
道
の
授
業
を
実
施
し
た
。

　

外
部
講
師
と
し
て
、
合
気
道
は
、
植

芝
盛
平
翁
顕
彰
会
常
任
理
事
で
あ
り
、

合
気
道
田
辺
道
場
の
道
場
長
代
行
の
五

味
田
潤
一
氏
と
道
場
生
の
古
川
勇
喜
氏

複
数
武
道
種
目
授
業

実
践
の
紹
介　

「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
事
業
を
活
用
し
た

複
数
種
目
（
柔
道
・
合
気
道
）
の
実
践

和
歌
山
県
田
辺
市
立
龍

り
ゅ
う

神じ
ん

中
学
校

校
長　

新
行　

靖

　

和
歌
山
県
田
辺
市
は
、
平
成
17
年
５
月
１
日
、
田
辺
市
、
中な
か

辺へ

路ち

町
、

本ほ
ん

宮ぐ
う

町
、
大お
お

塔と
う

村
、
龍
神
村
が
合
併
し
、「
新
田
辺
市
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

本
校
は
、
旧
龍
神
村
全
域
を
校
区
と
し
、
平
成
19
年
４
月
１
日
、
三
つ

の
中
学
校
が
統
合
し
て
で
き
た
学
校
で
、
開
校
か
ら
14
年
目
を
迎
え
て
い

る
。
開
校
当
初
は
、
生
徒
数
が
112
名
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
減
少
し
、
令

和
２
年
度
は
73
名
で
あ
る
。
合
気
道
の
授
業
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
始
め

た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
た
。

　

柔
道
は
、
県
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

課
長
、
県
立
箕み
の

島し
ま

高
等
学
校
長
を
務

め
、
現
在
、
和
歌
山
県
柔
道
連
盟
会
長

の
藤
村
利
行
氏
と
県
立
熊
野
高
等
学
校

教
諭
の
古
川
一
氏
に
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
。

　

田
辺
市
内
に
は
中
学
校
が
14
校
あ

り
、
令
和
２
年
度
は
６
校
が
合
気
道
の

授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

３
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
２
校
が
合
気

道
の
授
業
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、

過
半
数
の
中
学
校
が
合
気
道
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
本
年
度
、
田
辺
市
立
武
道
館

が
新
た
な
場
所
に
新
築
さ
れ
、
そ
の
中

に
、
植
芝
盛
平
記
念
館
が
開
設
さ
れ

た
。
記
念
館
は
、
合
気
道
の
開
祖
、
植

芝
盛
平
翁
の
偉
大
な
足
跡
と
功
績
を
た

た
え
、
永
く
後
世
に
伝
承
し
て
い
く
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

2

合
気
道
・
柔
道
の
指
導
計
画

▼
１
学
年
で
の
学
習

　

令
和
元
年
度
、
１
年
生
に
は
計
８
時

間
、
合
気
道
の
授
業
を
実
施
し
た
。

　

１
時
間
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
人
物
学
習
「
植
芝
盛
平
翁
を

学
ぶ
」
に
取
り
組
ん
だ
。
講
師
に
植
芝

盛
平
翁
顕
彰
会
の
太
田
雄
司
氏
を
招

き
、
植
芝
盛
平
の
生
涯
と
合
気
道
の
誕

生
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

２
時
間
目
か
ら
７
時
間
目
ま
で
は
、

礼
法
（
座
礼
・
座
り
方
・
立
ち
方
）
と

送
り
足
・
歩
み
足
・
転
回
足
・
転
換
足
、

後
ろ
受
身
、
相
半
身
・
逆
半
身
な
ど
の

基
本
動
作
、「
交
差
取
り
小
手
返
し
」「
交

差
取
り
入
身
投
げ
」「
片
手
取
り
四
方

投
げ
（
裏
）」
の
対
人
技
能
を
学
ん
だ
。

▼
２
学
年
で
の
学
習

　

令
和
２
年
度
、
２
年
生
に
は
全
10
時

間
の
授
業
を
実
施
し
、
合
気
道
と
柔
道

に
取
り
組
ん
だ
。

　

１
時
間
目
は
、
前
年
度
学
習
し
た
合

気
道
の
礼
法
、
基
本
動
作
、
受
身
の
復

習
を
し
た
。

　

２
時
間
目
か
ら
７
時
間
目
ま
で
は
、

合
気
道
の
学
習
で
、
１
年
次
の
復
習
と

し
て
「
交
差
取
り
小
手
返
し
」、
新
し

い
対
人
的
技
能
の
「
片
手
取
り
四
方
投

げ
（
表
）」「
片
手
取
り
一
教
（
表
）」

植芝盛平記念館　

合気道は男女共習で行われた
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は
、
投
げ
る
こ
と
を
目
的
に
す
れ
ば
、

投
げ
る
こ
と
に
負
担
が
か
か
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
投
げ
る
た
め
に

は
、
投
げ
る
一
歩
手
前
の
崩
し
が
必
要

に
な
る
。
相
手
を
崩
し
て
も
、
自
分
の

体
制
が
崩
れ
て
し
ま
う
と
上
手
く
い
か

な
い
の
で
、
自
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

で
あ
り
、
相
手
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
し
が

必
要
に
な
る
。
合
気
道
で
も
柔
道
で
も

大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

３

授
業
の
様
子
、
生
徒
の
感
想

①
合
気
道
授
業
に
対
す
る
生
徒
の
感
想

▼「
合
気
道
を
通
し
て
」（
２
年
生
女
子
）

　

私
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
合
気
道
の

授
業
を
受
け
て
、
技
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
た
こ
と
が
嬉う
れ

し
か
っ
た
。
去
年
は
、

送
り
足
、
転
回
足
、
転
換
足
を
す
る
こ

と
に
苦
労
し
た
け
ど
、
今
年
は
去
年
の

こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
で
き
た
の

で
、
あ
ま
り
苦
労
せ
ず
に
で
き
た
。

　

新
し
い
技
を
学
習
し
た
け
れ
ど
、
そ

れ
ほ
ど
難
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
先
生
方
が
私
た
ち
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
、
一
つ
一
つ
の
動
き
を
ゆ

っ
く
り
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
か
ら
だ

と
思
う
。
実
際
に
手
本
を
見
せ
て
く
れ

た
の
で
、
動
き
が
と
て
も
分
か
り
や
す

か
っ
た
。

　

先
生
方
の
模
範
演
武
は
、
動
き
が
速

く
て
迫
力
が
あ
っ
た
。
時
間
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
、
で
き
る
技
の
数
が
増
え
て

い
き
、
合
気
道
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

技
を
通
し
て
や
る
と
、
ペ
ア
の
相
手

と
の
息
が
合
わ
ず
に
上う

手ま

く
で
き
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
。
相
手
と
息
を
合
わ
せ

る
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
な
の
だ
と
感
じ
た
。

　

私
は
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
に
気
づ

い
た
。
そ
れ
は
、
礼
儀
と
感
謝
だ
。
体

育
館
に
入
る
前
、
出
る
時
は
一
礼
、
先

生
方
に
も
挨
拶
と
礼
を
す
る
。
そ
ん
な

当
た
り
前
の
こ
と
を
必
ず
す
る
と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
た
。
ま
た
、
技
を
か
け

る
相
手
が
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も

教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

合
気
道
を
通
し
て
、
武
道
や
そ
の
他

の
ス
ポ
ー
ツ
も
、
勝
負
だ
け
が
全
て
で

は
な
い
と
学
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ

と
、
全
て
の
こ
と
へ
の
礼
儀
や
感
謝
の

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

す
。

　

生
徒
た
ち
は
体
格
の
差
や
男
女
関
係

な
く
組
み
、
相
手
を
気
遣
い
な
が
ら
技

を
丁
寧
に
か
け
る
な
ど
、
仲
間
と
共
に

上
達
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
え
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
日
常

生
活
に
つ
な
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
合
気
道
指
導
者
か
ら
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス

　

他
の
武
道
に
も
共
通
し
て
言
え
る
の

を
学
ん
だ
。

　

８
時
間
目
と
９
時
間
目
は
柔
道
の
学

習
で
、準
備
運
動
と
し
て
前
転
、後
転
、

1 2 3 4 5 6 7 8
種目

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
武
道

合気道

学
習
の
ま
と
め
・
武
道

学
習
の
流
れ

導入（あいさつ、健康観察、本時の目標、
本時の学習の見通し）

準備運動
基本動作・受身の学習 学

習
の
ま
と
め

前時の復習 
（対人的技能の習得）

対人的技能の習得 
（新しい技の習得）

振り返り

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
種目

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
武
道

合気道 柔道

学
習
の
ま
と
め
・
武
道

学
習
の
流
れ

導入（あいさつ、健康観察、本時の目標、本時の学習の見通し）
準備運動 準備運動

基本動作・受身の学習 学
習
の
ま
と
め

受
身
の

学
習　 立

位
か
ら
の
受
身

（
対
人
）
の
学
習

前時の復習 
（対人的技能の習得） 座

位
か
ら
の

受
身（
対
人
）

の
学
習　
　対人的技能の習得 

（新しい技の習得）
振り返り

１年生指導計画（合気道）

２年生指導計画（合気道・柔道）
　

男
子
の
中
に
は
、
技
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
力
を
入
れ
て
踏
ん
張
ろ
う
と
し

た
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
先
生
方
の
小

手
（
手
首
）
を
摑つ
か

み
に
か
か
る
と
、
一

瞬
で
技
を
か
け
ら
れ
倒
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
先
生
方
が
長
年
修
練
さ
れ

て
き
た
実
力
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
合
気
道
の
授
業
を
受
け
、
技

の
魅
力
や
難
し
さ
を
体
感
し
た
か
ら

こ
そ
、
先
生
方
の
技
の
素
晴
ら
し
さ
に

生
徒
の
感
動
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

②
教
科
担
任
の
感
想
と
生
徒
た
ち
へ
の

言
葉

　

五
味
田
先
生
（
五
段
）
と
古
川
先
生

（
三
段
）
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
技
を
や
っ
て
い
く
と
、
体
格

の
差
や
男
女
に
関
係
な
く
、
相
手
の
力

を
利
用
し
な
が
ら
重
心
を
崩
し
、
技
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
方

に
お
願
い
し
て
、
自
信
が
つ
い
て
き
た

生
徒
た
ち
に
技
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。

合気道・外部講師による模範　 

合気道・一斉に指導

柔道・受身の学習②

側
転
な
ど
の
「
器
械
運
動
」「
受
身
」、

対
人
の
学
習
と
し
て
「
座
位
か
ら
の
受

身
」「
立
位
か
ら
の
受
身
」
を
学
ん
だ
。

柔道・対人での学習

柔道・受身の学習①
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①２種目の武道を学習したことで、
　武道への関心は高まりましたか。

②２種目の武道を学習したことで、伝統的な考え方や
　行動の仕方への理解は深まりましたか。

③これからも多くの武道種目を
　学習したいと思いますか。

授業後のアンケート結果

高まった やや高まった
あまり高まらなかった 高まらなかった

深まった やや深まった
あまり深まらなかった 深まらなかった

思う やや思う
あまり思わない 思わない

20.0％

80.0％ 100.0％ 100.0％

4

終
わ
り
に

〈
授
業
者
か
ら
〉

　

私
自
身
、
高
校
か
ら
少
林
寺
拳
法
を

は
じ
め
、
創
始
者
（
宗そ
う

道ど
う

臣し
ん

）
の
教
え

に
惹ひ

か
れ
た
。
宗
道
臣
は
、
１
９
４
５

年
に
中
国
大
陸
の
旧
東
満
州
で
ソ
連
軍

の
攻
撃
に
遭
遇
し
、
そ
う
し
た
苦
境
の

中
で
「
す
べ
て
は
人
の
質
に
あ
る
」
と

悟
り
、
帰
国
後
に
祖
国
復
興
に
役
立
つ

人
間
を
育
成
し
よ
う
と
決
心
し
、
少
林

寺
拳
法
を
創
始
し
た
。
合
気
道
の
創
始

者
（
植
芝
盛
平
）
も
、「（
合
気
道
は
）

相
手
と
相
和
し
て
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

を
は
か

り
、
自
己
の
人
格
完
成
を
目
指
す
武
道

だ
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
う
し
た
教
え

の
通
り
、
授
業
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち

が
仲
間
と
共
に
上
達
し
よ
う
と
す
る
姿

が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
相
手
の
重
心
を

崩
し
た
り
、
相
手
の
力
を
利
用
し
て
技

を
成
功
さ
せ
た
り
と
、
よ
く
考
え
て
修

練
し
て
い
た
。

　

６
時
間
の
合
気
道
の
授
業
を
通
し

て
、
技
の
上
達
だ
け
で
な
く
、「
左
座

右
起
」
の
作
法
を
は
じ
め
、
座
っ
た
時

の
姿
勢
や
座
礼
な
ど
の
身
の
振
る
舞
い

方
か
ら
も
、
武
道
の
美
し
さ
が
生
徒
た

ち
に
浸
透
し
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ

る
。

　

合
気
道
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
か
ら
、
柔
道
で
も
「
崩
し
」
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
柔
道
の
授
業

に
も
取
り
組
ん
だ
。
柔
道
の
先
生
か
ら

は
「
受
身
が
上
手
な
人
と
組
ん
で
い
る

と
、
崩
し
や
投
げ
が
上
達
す
る
」
と
い

う
教
え
を
受
け
、
基
本
で
あ
る
受
身
を

熱
心
に
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

合
気
道
と
柔
道
の
授
業
を
通
じ
て
、

武
道
を
指
導
す
る
先
生
方
と
出
会
う
こ

と
も
で
き
、
生
徒
だ
け
で
な
く
、
私
自

身
、
武
道
の
魅
力
に
あ
ら
た
め
て
気
づ

か
さ
れ
た
。

（
保
健
体
育
科
教
諭　

阪
本
実
花
）

④
柔
道
の
授
業
後
の
生
徒
の
感
想

▼
「
受
身
」
の
練
習
を
始
め
る
と
き
、

講
師
の
先
生
が
、「
受
身
を
学
ぶ
こ
と

は
、
負
け
方
を
学
ぶ
こ
と
」
と
話
さ
れ

た
。
自
分
が
し
っ
か
り
受
身
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
相
手
に
投
げ
ら

れ
た
と
き
、
怪け

我が

を
し
な
い
こ
と
に
つ

な
が
り
、
そ
れ
は
、
相
手
へ
の
思
い
や

り
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

▼
講
師
の
先
生
は
、
柔
道
と
合
気
道
の

通
ず
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
話
さ
れ

た
。
ま
た
、
合
気
道
へ
の
尊
敬
の
言
葉

も
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

た
。

▼
講
師
の
先
生
方
の
投
げ
技
が
、
と
て

も
速
い
動
き
で
迫
力
が
あ
っ
た
。
柔
道

の
魅
力
を
強
く
感
じ
た
。

⑤
授
業
後
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

　

２
種
目
（
合
気
道
・
柔
道
）
の
授
業

終
了
後
、
２
年
生
に
武
道
へ
の
関
心
の

高
ま
り
、
伝
統
的
な
考
え
方
や
行
動
の

仕
方
へ
の
理
解
、
武
道
種
目
を
学
習
す

る
こ
と
へ
の
意
欲
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
。
生
徒
の
評
価
は
ど
れ
も
高

か
っ
た
。


